
クラッシーノ News ユーパレスユーパレス弁天弁天
来館者1,000万人記念

 桜まつり
と　き　３月25日（土） 午前11時～午後７時
　　　　※記念式典は正午より開始予定
ところ　ユーパレス弁天

『ガラポン抽選会』をはじめとして、
温泉では『桜の湯』、その他ステー
ジでの音楽イベントや、健康美容
イベントなど、楽しい催し物が盛
りだくさん。芝生広場では、おい
しいマルシェも開催されます。

温　　　　泉／午前10時～午後11時
プ 　 ー 　 ル／午前10時～午後9時
トレーニングジム／午前10時～午後9時
レ ス ト ラ ン／午前11時～午後9時
問い合わせ先／野々島	2441-１	☎	348-2626
ホームページ／ https://u-benten.com/

休館日 	３月9日（木）・23日（木）

営業時間
クラッシーノ・マルシェ
午前9時～午後7時
定休日　３月9日（木）　４月13日（木）
生産者（野菜・果物・弁当・加工品）募集中
問い合わせ先
一般社団法人	クラッシーノこうし
☎	342-5554　　　	342-5550

54マルシェ開催日のお知らせ
●問い合わせ先　 フードラボ合志（担当福山） 

☎︎090-1761-4840

インスタグラム
情報発信中

営業時間

くまもとグリーン農業＆
ハサップシールキャンペーン
3月1日（水）～ 31日（金）
野菜・果物や弁当・総菜などに貼付した、シール
を５枚集めて100円の割引券として利用できます。
更に抽選でお肉やいきなり団子が当たります。

 完全予約制 　春の行楽弁当販売
期間　3月18日（土）～ 4月2日（日）

行楽にぴったりな期間限定のお弁当です。

Fax

の季節がやってくる
３月下旬から、すいかの出荷が始まります。
５月中旬までが１番美味しい時期ですよ。

3月12日
（日）

すいか

申し込み・問い合わせ先　ヴィーブル　☎248-5555
トレーニングルームは点検のため、3月31日（金）が休みとなります。

ヴヴィィーブルーブル&&コミュニティコミュニティ情報情報
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熊本弁の語り芝居
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が語る―合志に伝わる物語―
～竹迫城の蛇姫さま　他～

合志市に伝わる“竹迫城の蛇姫さま”などの民話や伝説を肥後の歴史物語と民話の会「語り座」代表の
寿咲亜似さんが楽しく分かりやすく語ります。皆さんお誘い合わせのうえ、ぜひご参加ください。

と　　き 3月25日（土）　午前10時15分～正午 （受け付けは午前9時45分～）
と こ ろ 御代志市民センター 講堂　 ※文化会館改修工事中のため会場を変更しています

 ※当日はマスクを着用し、筆記用具をお持ちください
参加方法 当日会場にお越しください

受 講 料
無 料

肥後の歴史物語と民話の会「語り座」　代表　寿
す

咲
さき

 亜
あ
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い

さん

肥後の歴史物語と民話の会「語り座」の主宰座長として講演活動を行なって
いる大人気の語り部。その土地の民話や歴史を聞きやすく脚色し、語り続け
ている。司会やラジオ・テレビ番組にも多数出演。民話語り塾も開催中。

講　
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3月

市民講座

これからもマンガの楽しさ・魅力を発信していきます
地域おこし協力隊　安

あん

在
ざい

　渉
わたる

●問い合わせ先　合志マンガミュージアム　☎2７3-６７６６

地域おこし協力隊通信
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。

▲竹迫日吉神社裏の原口新城跡

▲タブレットを使ったワークショップの様子▲指導風景

おこぎ川

発掘調査地点
● 

竹迫城跡
● 

上庄

陣ノ内遺跡
● 

竹迫日吉神社
● 

原口新城跡
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